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都退教協総会を開催いたします 
７月６日(水)14:00東京教組会議室 

 
第４８回都退教協定期総会を下記の通り開

催いたします。多くの会員の皆様が参加され

るようお願い申し上げます。 

安倍、菅政権を引き継ぐ岸田政権は、「新

しい資本主義」を標榜しつつ、物価高騰、賃

金・年金引き下げに何ら有効な政策を打てず

にいます。しかも、ロシアのウクライナ侵略

に便乗して日本の核共有、軍事費拡大、敵基

地攻撃能力を主張する安倍晋三元首相、日本

維新の会などと同調し、緊急事態条項などの

憲法改悪にも意欲を見せています。 

また、来日したバイデン米大統領に台湾有

事を想定した自衛隊の軍備増強を約束し、辺

野古新基地建設の強行とあいまって沖縄を再

び戦場にする危機を招いています。 

７月１０日に投開票される参議院選挙は、

自公政権・維新の憲法改悪と戦争への道をス

トップできるかどうかの分水嶺になります。

私たちの代表として古賀ちかげさんが立候補

を表明しています。教え子を再び戦場に送ら

ない決意をこめて、総会を成功させましょ

う。議案書をお読みいただき、ファックスま

たはメールで、ご意見やご感想をお寄せいた

だければ幸いです。 

ファックス ０３－５２７６－１３１２ 

メール   extani@gmail.com      

 

 

記 

 

日時：７月６日（水）午後２時開会～４時閉会予定 

会場：東京教組会議室（日本教育会館２階）  

議事：①２０２１年度 経過報告・決算報告   

②２０２２年度 活動方針・予算案 

   ③２０２２年度 役員人事        

④総会宣言 

  

 

※議案書は、P２～P７に掲載しています。

№３０７号 

2022 年６月１５日発行 

東京都退職教職員協議会 会長 谷口 滋 

〒101-0003 千代田区一ツ橋 2-6-2 日本教育会館２F 東京教組内 

☎:03-5276-1311 FAX:03-5276-1312 Mail:totaikyokyo@tokyokyouso.org 
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２０２２年度 第４８回 都退教協定期総会 議案書 

２０２１年度 経過報告 
 

３年にわたる新型コロナ感染症の蔓延は、

未だに収束に至らず、東京は第６波の感染拡

大が続いています。経済社会生活との両立を

めざし感染対策もウィズコロナにシフトしつ

つありますが、軍事費増大と都立病院の独立

行政法人化など岸田政権、小池都政は国民・

都民のいのちをないがしろにしています。  

オリンピックの強行と、さらなる新型コロ

ナ感染拡大を引き起こした菅政権は、2021年

9月 3日自民党総裁選への立候補断念を表明

しました。安倍、菅を引き継ぐ岸田政権は、

10月 31日の衆議院選挙で単独過半数を獲得

し、再び政権を握ることになりました。 

岸田政権は「新しい資本主義―分配なくし

て成長なし」をかかげるも具体性はなく、改

憲、軍拡、対米従属路線は安倍・菅政権を継

承するものでした。このような情勢にあって

野党、労働組合が団結し、統一して自公政権

と対峙すべき時ですが、国民民主党は予算案

に賛成し、連合は野党共闘にくぎを刺すな

ど、足並みのそろわない危機的な事態であ

り、打開しなければなりません。 

一方、昨年 7月 4日投開票の都議会議員選

挙では東京教組組織内候補の阿部祐美子さん

が見事当選を果たしました。 

2月 24日、ロシアは隣国ウクライナへの軍

事侵略を開始しました。国家主権と領土を武

力で侵し、国際秩序を破壊する行為に他なり

ません。戦禍は拡大され病院、学校や民間施

設への攻撃で多数の民間人が犠牲になる事態

を、国際社会は一刻も早くやめさせなければ

なりません。 

日本は、NATOに同調した経済制裁だけでな

くロシアの隣国として停戦に向けた平和外交

を積極的に展開すべきです。この機に乗じて

「核兵器共有」論を主張する安倍元首相や維

新、憲法 9条改憲、軍事費 GNP２％、敵基地

攻撃能力をめざす政府、自民党の動きは、戦

争を煽る行為に他なりません。 

コロナ禍は3年目に入り、世界の感染者は5億

人(死者600万人)を超え、第６波の感染拡大も

収まらない日本の感染者は 811万人(死者

29800人)を超えました。コロナ禍による経済

的な後退は、特に女性・非正規労働者を「実質

失業者」にして、苦境に追い込みました。また、

経済回復もＫ字回復と言われる富裕層と貧困

層の二極化がすすみ格差が拡大しています。 

日銀の金融緩和により赤字国債は増え続け

る一方、円安がすすみ、物価上昇が国民生活

を直撃しています。現職の賃金据え置き、一

時金削減が続き、年金は下がり、物価は上が

るという、私たち年金生活者をはじめ生活の

困窮と格差拡大が深刻になっています。 

１．組織強化のとりくみ 

退職する東京教組組合員全員に加入を呼び

かけました。会費も 8割の会員が納入してく

ださり、多くの会員からカンパをいただき財

政を確立することができました。一方、組織

拡大は、加入される方が３名にとどまり、亡

くなられた会員３名の他、高齢による退会も

あり会員は減少傾向にあります。 

 

２．憲法改悪阻止・平和を守るとりくみ  

多くの集会がコロナ禍で中止になる中、

ネットでの参加を含め「戦争をさせない・

９条壊すな！総がかり行動実行委員会」や

「平和憲法を守る東京ネット」などの集会

に参加し、5月 3日の憲法集会に多くの会

員が参加しました。 

 

３．脱原発社会実現・東日本大震災からの復

興・辺野古新基地建設反対のとりくみ 

福島第一原発事故から 11年、「原子力緊急

事態宣言」はいまだ解除されていません。廃

炉の見通しもたたないまま、岸田首相はエネ
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ルギー危機に乗じて原発の活用に言及してい

ます。原発事故の責任究明と、汚染水海洋放

出、再稼働や核燃料サイクル推進など命より

経済の優先する政策を是正させるため、集

会、署名活動にとりくみました。都退協の東

電刑事裁判学習会(11/20)に参加しました。  

日米軍による台湾有事を想定した沖縄の基

地強化、合同訓練が進んでいます。辺野古新

基地建設反対、沖縄戦の遺骨が眠る南部の土

砂を埋め立てに使わせない運動を支援する署

名、集会にとりくみました。 

 

４．後期高齢者医療制度廃止・社会保障充実

のとりくみ 

「都退教協だより」に高齢者社会保障につ

いて掲載するとともに、医療・福祉制度の充

実を求め日退教、東京高退連、都退協の学習

会、集会に参加しました。 

 

５．年金制度に対するとりくみ 

年金制度の改正により、公的年金の適用範

囲拡大、年金停止になる収入の引き上げ（28

→47万円）、70歳まで年金受け取りを遅らせ

る選択ができるようになりましたが、現役の

賃上げ縮減により年金も 2年連続で引き下げ

られました。 

 

６．税制に対するとりくみ 

コロナ禍、ウクライナ戦争などによる円

安・物価上昇により、日本経済は深刻な景気

後退が続いています。消費税凍結、累進課税

強化、法人税増税の声も高まっています。 

 

７．公務員制度改革に対するとりくみ 

教職員の過重労働が社会問題になる中、小

学校 35人学級が実現しました。また、日教

組、日政連議員の奮闘により教員免許更新制

度も今年 7月に廃止されました。さらに教職

調整手当を廃止して残業手当を払えの声も高

まっています。都退教・日退教とともに、現

職の労働時間短縮、定員増と公共サービスの

確立を求め現退一致でとりくみました。 

 

８．岸田政権、小池都政の教育介入を許さ

ず、民主教育を守るとりくみ 

歴史をゆがめる教科書を子どもたちに手渡

すなという運動が進められ、育鵬社の中学校

教科書採択は、「歴史」で 1/6に「公民」で

1/12に激減しました。日の丸・君が代の強制

など、教育に介入する岸田政権・小池都政

は、教科書記述への圧力を強め、君が代戒告

処分を繰り返すとともに不利益を拡大する不

当な弾圧を続けています。 

 

９．「朝鮮高級学校授業料無償化」に対する

とりくみ 

高校生を原告とする無償化裁判は、相次い

で不当判決が出されています。幼保無償化か

ら朝鮮学校を排除、学生支援緊急給付金にお

ける朝鮮大学校の除外などの差別が続いてい

ます。外国人学校幼稚園支援を求める署名、

東京の朝鮮学校を支える会や朝鮮学校の学

生、卒業生と連帯するとりくみを進めまし

た。 

  

 

２０２１年度 業務日誌 
２０２１年６月～２０２２年５月 

6 月 2 日(水)平和憲法を守る東京ネット総会 

6 月 10 日(木) 17:30 古賀ちかげ東京後援会 

6 月 11 日(金) 11:00 日退教総会 

6 月 16 日(水) 13:00 役員会・会報 301 号発行 

6 月 22 日(火) 13:30 都退協代表者会  

6 月 25 日(金)都議会議員選挙告示  

7 月 4 日(日)投票（阿部祐美子さん当選） 

7 月 7 日(水) 役員会・14:00 都退教協総会 

8 月 18 日(水) 役員会 会報 302 号発行 

９月 15 日(水) 13:00 都退教協三役会 

10 月 7 日(木)13:00 五者学習会 

10 月 8 日(金)10:00 日退教組織活動交流集会 

10 月 16 日(土) 13:00 都退協総会 
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10 月 27 日(水) 役員会 会報 303 号発行  

10 月 31 日～11 月 1 日 東北学習の旅 

11 月 15 日(月)11:00 秋の交流会・高尾山  

11 月 17 日(水) 13:00 都退教協三役会 

11 月 20 日(土) 13:30 都退協学習会「東電刑

事裁判と福島の今」武藤類子さん 

11 月 26 日(金) 人権の 21 世紀をつくる文化

の集い 

12 月 1 日(水)東京平和運動センター幹事会 

12 月 9 日(木)日退教関東ブロック代表者会  

12 月 10 日(金)国連人権勧告の実現を！集会 

12 月 15 日(水)役員会 会報 304 号発行 

2022 年 

1 月 14 日(金) 都退協代表者会 

2 月 10 日(木)制度政策要求院内集会中止 

2 月 11 日(金)日朝教育交流集会 

2 月 16 日(水)役員会 会報 305 号発行 

3 月 12 日(土)平和運動センター講演会 

3 月 14 日(月)13:00 都退協代表者会 

3 月 16 日(水)13:00 都退教協三役会 

3 月 21 日(月) 12:30 「ウクライナに平和を！ 

原発に手を出すな！ 市民アクション」 

4 月５日(火)13:00 地公退学習会 

4 月７日(木)14:00 都退協代表者会議 

4 月 13 日(水)役員会・会報 306 号発行 

4 月 16 日(土)13:00 反原発集会 

4 月 16 日(土)13:30 東京退女教学習会 

4 月 21 日(木)古賀ちかげ東京後援会決起集会 

4 月 29 日(金)10:30 連合中央メーデー 

5 月 3 日(木)憲法集会（有明防災公園） 

5 月 11 日(水)都退協代表者会 

5 月 14 日(土)東京高退連巣鴨駅頭街宣 

5 月 21 日(土)都退協学習会 

「平和憲法の危機を考える」清水雅彦 

5 月 25 日(水)13:00 都退教協拡大三役会 

5 月 26 日(木)14:00 東京高退連学習会 

18:00 辺野古新基地反対、改憲阻止野音集会 

6 月 9 日(木)11:00 日退教組織代表者会議 

6 月 15 日(水)役員会・会報 307 号発行 

7 月 6 日(水)役員会・都退教協総会 

 

都退教協 202１年度決算報告 

収入の部                                   （単位  円） 

項 目 予算額 決算額 増  減 内  容 

年会費 250,000 292,000 △42,000 2,000×146 名 

雑収入 75,000 39,002 35,998 日退教、過年度会費、他 

カンパ会計より戻入 22,027 22,027 0  

繰越金 152,973 152,973 0  

合 計 500,000 506,002 △6,002  

     

支出の部 

項 目 予算額 決算額 増 減 内  容 

会議費 10,000 0 10,000 定期総会、関ブロ総会 

行動費 200,000 100,312 99,688 動員費補助・役員会 

事業費 160,000 137,739 22,261 会報印刷発送・事務費 

分担金 89,660 89,660 0 日退教・都退協・関ブロ 

雑 費 40,340 22,816 17,524 慶弔・振替手数料 

合 計 500,000 350,527 149,473  

差引残高  155,475  次年度繰越金 



 

 

5 

 

2021 年度  特別会計（カンパ会計）決算 

項目 収入 支出 残額 内  容 

繰越金 296,472    

カンパ金 115,600   2021 年度 

利息 2    

一般会計戻入  22,027  2021 年度予算へ 

合計 412,074 22,027 390,047  

 

都退教協・２０２２度 活動方針（案） 
 憲法改悪、軍備増強の声が高まる中、７月１

０日投開票予定で参議院選挙が行われます。

私たちは、いのちとくらしを守る政治を実現

するために参議院選挙では日教組組織内予定

候補の古賀ちかげさん（全国区）をはじめ改憲

阻止を掲げる候補者の必勝を期してとりくみ

ます。大変厳しい情勢の中、家族・友人に呼び

かけ議席を守りましょう。また、立川市議会議

員選挙では、東京教組組織内予定候補の原ゆ

きさんの必勝を期してとりくみます。 

 敵基地攻撃能力保持、核共有などを主張す

る安倍元首相に追随する岸田政権の憲法改悪

の動きを阻止します。そのために、参議院選挙

では少なくとも改憲勢力 2/3 を許さず、立憲

野党の統一と必勝を期してとりくみます。 

 差別・排外・分断をより加速させたコロナ禍

により深刻な格差社会になっています。弱者

を救済する教育、福祉政策の実現にとりくみ

ます。 

 岸田自公政権のアメリカ従属外交は、ウク

ライナ戦争を機にエスカレートし、ウクライ

ナ停戦を求める平和外交でなく、NATO に追随

する経済制裁と武器供与に踏み込んでいます。

台湾有事を煽り、自衛隊が米軍の肩代わりす

ることで沖縄を再び戦場にする危機を招こう

としています。玉城沖縄県知事の辺野古新基

地建設不承認を支持し、政府に基地建設断念

と日米地位協定の抜本改定を求めます。 

 岸田政権は、原油価格高騰を利用して原発

再稼働をもくろみ、福島第一原発汚染水海洋

投棄を、漁業者をはじめ多くの反対を押し切

って強行しようとしています。原発再稼働、汚

染水海洋投棄を許さず、脱原発・脱炭素社会を

めざしてたたかいます。 

以下、基調となる活動方針を記します。 

１） 再任用、会計年度職員全員に加入を呼

びかけ組織拡大を図ります。定年が今後

10年で 65歳に延長されるのに伴い、延

長された定年を迎える東京教組組合員

全員の加入を図ります。会員の交流を深

めるため、都退教協だよりに会員の活動

を紹介するとともに、交流の場、学びの

場を企画します。各種活動・集会・役員

への女性参画を高めるよう努めます。 

２） 岸田内閣、自公政権退陣、改憲阻止に

向け、関係諸団体と連携し、各種集会、

行動に取り組みます。辺野古新基地建設

に反対する諸行動に参加します。 

３）脱原発、脱炭素社会を実現するためのエ

ネルギー政策転換を求めます。原発被災

者をはじめ、被災者自身の意思に基づい

た救済・復興の態勢づくりを進めます。 

４）社会保障制度の確立をはかり、私たちが

めざす政策の実現に向け、あらゆる運動

にとりくみます。当事者である高齢者本

位の介護・医療・年金・生活保障の充実

を求めて都退協・日退教・高退連に結集

し、一つ一つの行動にとりくみます。 

５）法人税の引き上げ、累進課税強化、消費

税減税などの税制改正による所得再分
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配を求め、所得格差の是正、貧困化緩和

などの実現にとりくみます。 

６）労働基本権剥奪、賃下げ、定数削減など

の公務員攻撃に対し、現退一致でとりく

みます。 

７）「日の丸・君が代」処分をはじめ、教育

の統制、政治介入に反対し、教員免許更

新制度の廃止に伴う新たな研修制度が

教員に過重にならないよう求め現職と

連帯してとりくみます。 

８）「朝鮮学校授業料無償化」「幼保無償化」

を実現するため、他の諸団体と連帯して

とりくみます。

 

都退教協 2022 年度予算(案) 

収入の部                                  （単位  円） 

項 目 22 年度予算 21 年度予算 増  減 内  容 

年会費 250,000 250,000  2,000×125 名 

雑収入 75,000 75,000  日退教、過年度会費、他 

繰越金 155,475 152,973 2,502  

カンパ会計より戻入 19,525 22,027 △2,502  

合 計 500,000 500,000   
     

支出の部 

項 目 22 年度予算 21 年度予算 増  減 内  容 

会議費 10,000 10,000 0 定期総会、関ブロ総会 

行動費 200,000 200,000 0 動員費補助・役員会 

事業費 160,000 160,000 0 会報印刷発送・事務費 

分担金 89,660 89,660 0 日退教・都退協・関ブロ 

雑 費 40,340 40,340 0 慶弔・振替手数料 

合 計 500,000 500,000 0  

 

 

2022 年度  特別会計（カンパ会計） 

項目 収入 支出 残額 内  容 

繰越金 392,047    

カンパ金 80,000    

利息 2    

一般会計戻入  19,525  2022 年度予算へ 

合計 470,049 19,525 450,524  
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東京都退職教職員協議会 ２０２２年度 役員案 
 

会  長    谷口  滋    常任委員   繭山 紀子 
 
副 会 長  安部 東明      〃    齋藤 典子 
 
事務局長    川角  恒       〃    土井 彰 
 
会   計  安藤  隆       〃    林  健 
 
常任委員  名谷 和子    顧  問   秋元 松彦 
 

〃   城田 純生      〃    柴田 迪春 
 

〃   藤崎 喜仁    会計監査   長谷川和男 
 

〃   小倉  武      〃    木谷 恭子 
 

 
会費・カンパを振り込んでいただき、ありがとうございます。 
 
会費を納入してくださった方々（敬称略） 
片桐健司、大久保典子、伊達和子、秋元清高、石橋厚彦、中村登、菅沼京子、島村誠、 

松下和男、生井榮一、望月美江、平井みや子、川島みつよ、片山政志、安部東明、満下嵺、

堀井潔、斉田充子、榊直人、田中泰道、佐々木貴世子、牛丸教子、大日向宏、武藤啓司、

石岡佳子、吉尾定、村田明夫、岩田雪枝、内田進、山崎大輔、内藤貴子、半田秀子、 

前田文生、甘利篁、木村周一、堀江昌枝、塚越智子、中村光夫、深澤裕、堀越新、 

竹田武司、別所勝也、加藤和雄、山本勇治、荒木文枝、植木正治、浅井哲哉、横山愛子、

西村千鶴子、吉岡満佐江、遠藤宏一、坂本長則、三田英夫、武本和代、谷透、塚田八代子、

小倉武、宮脇明子、浜口由利子、若山雅男、前田直也、秋元松彦、有賀由美、藤井友子、

関嘉夫、斉藤典子、星川健子、本多啓三、小山都、大浦眞治、岸本靖子、平永由美子、 

榊原実、木下美佐子、木下裕一、小澤吉則、佐藤睦、鈴木達哉、高山玲子、岸塚雅雄、 

岸たつ枝、 

 

カンパしてくださった方々（敬称略） 
大久保典子、伊達和子、秋元清高、石橋厚彦、島村誠、松下和男、生井榮一、 
望月美江、川島みつよ、安部東明、堀井潔、佐久間忠夫、大日向宏、石岡佳子、 

吉尾定、山崎大輔、武田好永、内藤貴子、前田文生、堀江昌枝、中村光夫、 

深澤裕、竹田武司、別所勝也、山本勇治、荒木文枝、西村千鶴子、遠藤宏一、 

坂本長則、武本和代、谷透、加藤智、浜口由利子、若山雅男、秋元松彦、 

有賀由美、藤井友子、本田啓三、小山都、榊原実、佐藤睦、 

 

・３月１４日以降 ６月３日現在 
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ひとこと 
振込用紙の「ひとこと」欄に書いてくださった会員の声をお届けいたします。 

島村誠 都退教協の活動に感謝しています。

どうかお元気で。再見！ 

望月美江 活動をすべておまかせとなってお

りますが、80 歳を過ぎた高齢者に何ができる

か・・・悩みます。 

佐久間忠夫 ウクライナ即時停戦を！ 

石岡佳子 外国につながる子どもの日本語支

援に関わり、日本の子ども達、日本の学校に対

する受入れ教育の必要性を考えるようになり

ました。 

吉尾定 昔、聞いた名前に出会うと懐かしさ

ひとしおです。皆さん元気で頑張って生きて

いきましょう。藤沢辻堂地区で小さくなって

息をひそめ、キセツ？の到来を待っています。 

山崎大輔 人々の健康や命を守れず政権を投

げ出したあの人が、中枢攻撃などと言ってい

ます。おかしな熱狂だけはおそろしいです。 

武田好永 カンパがたくさん要求されて生活

が苦しくなりました。申し訳ありません。 

前田文生 今年度もよろしくお願いします。 

中村光夫 各地の仲間のようす（声）を交流し

てほしいです。 

 29 歳で獄死した民衆詩人・鶴彬(つるあきら)

の全集を読んでいたら、こんな川柳がありま

した。長く日教組運動に関わってきた者とし

て深く反省させられました。 

指のない手に組合旗握りしめ（「川柳人・昭和

3 年 12 月号」より） 

植木正治 今年度もよろしくお願い申し上げ

ます。 

遠藤宏一 今は外に出ることもできず、カン

パするだけです。すみません。 

坂本長則 書、漢字ナンクロ、数独に励む日々、

97 歳。 

谷 透 93 歳、元気に頑張っています。 

加藤智 これまで長いことお世話になりまし

たが、一身上の都合によりこの 4 月をもって

退会させていただきたくお届けします。あり

がとうございました。 

若山雅男 八十八です。たよりにしておりま

す。なんとかついて行きます。 

本多啓三 ご苦労様 

佐藤睦 いつも情報ありがとうございます。

堀越新 今年も会報お願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             悲惨な

 

 

編集後記 

 総会の議案として経過報告・運動方針・決算・予算案を掲載いたしました。監査報告・総

会宣言は、総会当日に配布し、次号の都退教協だよりに掲載いたします。総会に参加でき

ない方が多いと思いますが、ご意見などをお寄せいただければ幸いです。 

 ロシアのウクライナ侵略戦争は、両国の兵士、民衆を殺し、世界の民衆が食糧難と物価高

で苦しむ一方で、軍事・エネルギー産業を富ませています。戦争指導者、兵器産業は安

全・安心で、民衆が犠牲になるのが戦争の歴史です。 

「台湾有事」の戦場は沖縄です。東アジアの平和構築・緊張緩和を確立しなければ、ウク

ライナの悲惨な現実が日本の姿になることは必至です。         （谷口記） 

亡くなられた会員 
東 忠雄さん 

木場住郎さん(3月 7日死去 95歳) 

高橋昭志さん 

ご冥福をお祈りいたします 


